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参院選改憲数クリア!民意は成熟か!? 
いよいよ国民投票に向けて準備始動 
拡大目標達成致しました！御礼申し上げます！ 
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熊

本

大

震

災

の

被

災

者

の

方

々

に

心

よ

り

お

見

舞

い

申

し

あ

げ

ま

す

。 

参

院

選

挙

で
国
民
の
審

判
が
下
さ
れ

た
。
自
民
、
公

明
の
与
党
に

お
お
さ
か
維

新
、
こ
こ
ろ
、

新
党
改
革
を

加
え
た
勢
力

に
三
分
の
二

の
議
席
を
与

え
て
頂
い
た
。 

 

詳
し
い
分

析
は
専
門
家

に
譲
る
が
、
選

挙
速
報
の
番

組
で
は
、
安
倍

総
理
も
憲
法

審
査
会
に
議
論
を
ゆ
だ

ね
る
と
発
言
さ
れ
、
民

進
党
に
も
一
部
改
憲
派

が
い
る
こ
と
に
も
言
及

さ
れ
た
。
公
明
党
の
山
口
党
首

は
、
各
党
の
考
え
が
異
な
っ
て

お
り
、
九
条
改
正
に
つ
い
て
は

否
定
的
で
あ
っ
た
が
、
平
和
を

守
る
こ
と
を
強
調
。
民
放
番
組

で
は
、
創
価
学
会
の
一
部
に
公

明
党
の
路
線
に
反
対
し
て
憲

法
改
正
に
反
対
す
る
動
き
も

報
じ
ら
れ
て
い
た
。 

 

改
憲
勢
力
が
三
分
の
二
を

占
め
た
と
い
っ
て
も
、
国
民
の

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
や
今
回
、

与
党
側
が
具
体
的
に
九
条
改

正
を
問
う
争
点
に
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
な
ど
、
国
民
的
論

議
が
ま
だ
ま
だ
必
要
で
あ
る
。

し
か
し
選
挙
で
三
分
の
二
を

得
た
こ
と
自
体
、
安
倍
総
理
の

い
う
「
政
治
は
結
果
で
す
か

ら
」
と
い
う
言
葉
通
り
と
な
っ

た
。
国
民
は
潜
在
意
識
と
し
て
、

憲
法
改
正
に
反
対
は
し
て
い

な
い
が
、
肝
心
の
九
条
第
二
項

改
正
と
な
る
と
、
い
ま
だ
に
左

翼
、
九
条
の
会
の
宣
伝
に
よ
っ

て
、
戦
争
に
繋
が
る
と
い
う
悪

い
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
さ
れ
て

い
る
。 

 

従
っ
て
、
私
た
ち
は
、
こ
れ

ら
の
空
気
、
イ
メ
ー
ジ
を
打
破

し
て
、
九
条
二
項
の
改
正
こ
そ

が
中
国
や
北
朝
鮮
の
な
ら
ず

も
の
の
国
家
か
ら
我
が
国
を

救
う
唯
一
の
選
択
枝
な
の
だ

と
い
う
大
論
議
を
国
民
に
対

し
て
起
こ
す
べ
き
で
あ
ろ
う

し
、
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
皇

室
が
い
ま
ま
で
守
り
続
け
て

こ
ら
れ
た
平
和
へ
の
祈
り
を

核
と
し
て
、
絶
対
に
平
和
を
守

り
通
す
と
い
う
強
い
信
念
を

も
ち
つ
つ
、
平
和
を
護
る
た
め

の
九
条
第
二
項
改
正
と
い
う

こ
と
を
し
っ
か
り
と
国
民
に

Ｐ
Ｒ
し
て
行
か
ね
ば
な
ら
な

い
と
考
え
る
。 

（
事
務
局･

市
橋
） 

    
 

日
本
会
議
兵
庫
女
性
の
会
、

第
八
回
教
育
講
演
会
に
は
、
青

森
県
知
事
夫
人
、
三
村
三
千
代

先
生
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

「
古
事
記
と
日
本
の
心
」
と
題

し
て
、
日
本
の
感
性
や
心
を
分

か
り
や
す
く
お
話
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

森
羅
万
象
、
全
て
の
存
在
に

「
い
の
ち
」
を
感
じ
、
「
神
の

生
命
」
を
感
じ
て
き
た
こ
と
が
、

古
事
記
の
お
話
の
中
に
示
さ

れ
て
い
る
こ
と
や
、
混
沌
を
許

容
し
大
ら
か
に
赦
し
愛
す
の

が
日
本
の
神
様
で
あ
る
こ
と

を
話
さ
れ
、
感
銘
を
受
け
ま
し

た
。
ま
た
、
縄
文
の
ビ
ー
ナ
ス

の
土
偶
の
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
妊
婦
の
姿
で
、
生
ま

れ
来
る
命
と
母
体
の
安
全
を

願
う
土
偶
で
、
西
洋
の
ビ
ー
ナ

ス
の
よ
う
に
物
質
的
肉
体
美

の
表
現
と
は
違
い
、
命
そ
の
も

の
を
大
切
に
し
、
家
族
・
生
命

を
大
切
に
す
る
祈
り
の
文
化

だ
と
い
う
精
神
性
の
高
さ
に

も
感
銘
を
受
け
ま
す
。 

国
内
外
の
情
況
は
混
迷
を

き
わ
め
て
お
り
ま
す
が
、
今
も

生
き
続
け
て
い
る
美
し
く
大

ら
か
な
日
本
の
心
、
日
本
の
国

〈
女
性
の
会 

兵
庫
〉
ご
報
告 

第
十
八
回
教
育
講
演
会 

三
村
三
千
代
氏 

「
古
事
記
と
日
本
の
心
」 

 

 



日本の息吹兵庫版第百七十八号（平成二十八年八月号） 

 
二 

□ ６月１８日（土） １３時半～日本会議兵庫女性の会第８回教育講演会 生田神社会館 三村三千代先生 古事記と日本の心 参加費千円 
□ 6月１９日（日）１４時～  憲法改正ドキュメンタリー映画上映 （三宮センタープラザ西館六階十一号） 

□ 6月２５日（水）19時～  摂丹支部総会  三田駅前一番館キッピーモール六階講座室 

□ 山谷えり子氏街宣 （山谷氏の代理による） ６月２５日（土）尼崎 宝塚 神戸  ／ ２６日（日）淡路・神戸   
□ ７月 ３日（日） １８時～  淡路島支部総会  いさやま ひとみ氏講演  洲本市 厳島神社会館 0799805001(事務)終了 
■ ７月１６日（土） １４時～  中・西播磨支部 日本の法と国柄 十七条憲法(２) 姫路護国神社 白鷺宮参集殿  講師 三木英一氏 
■ ７月１８日（祝） １３時～  日本会議兵庫第１７回総会 生田神社会館  
■ ７月１８日（祝） １４時～  美しい日本の憲法をつくる兵庫県民の会第２回総会 生田神社会館 講師ケント･ギルバート氏 参加費千円 
■ ７月２４日（日） １５時～  日本会議兵庫阪神北支部 総会 記念講演 我那覇真子氏 参加費千円 09010286100（事務局） 
■ ７月２２日（金）２３（土） １８時半～ 神戸護国神社 みたま祭 ０７８８８２１７００（事務局） 
■ ７月３０日（土） １３時～   憲法をつくる会兵庫・東播磨設立準備会 憲法改正タウンミーティング 日本会議兵庫東播磨支部 講演会  

佐藤正久氏 宮嶋茂樹氏（カメラマン） 西村康稔氏 明石市立産業交流センター一階展示室 入場料千五百円 ０８９８３６９８８（事務） 
■ ８月 ７日（日）  ７時～   神戸護国神社 清掃奉仕 （奉仕後おむすびとお茶をご用意しております）０７０５５０８２５７７(事務) 

■ ８月１５日（月）１０時～１６時 姫路護国神社 英霊感謝祭 英霊顕彰の集い  ０７９２２４０８９６（事務局） 
■ ８月１５日（月）１０時半   神戸護国神社 終戦記念の祭  ０７８８８２１７００（事務局） 
■ ８月２４日（水）１９時      摂丹支部勉強会   
■ ８月２７日（土） １３時半～中・西播磨支部総会 記念講演 渡邉 毅氏（皇學館大学准教授）  

■ ９月 ４日（日）終日      全国縦断キャラバン隊来兵 街頭活動 午前姫路 午後神戸/集会 兵庫県民会館（予定） 

■ ９月１８日（日）午後      東播磨支部講演会 西村幸祐氏 日岡神社参集殿 
   

柄
、
見
失
わ
れ
た
国
家
観
を
取

り
戻
し
、
日
本
人
で
あ
る
こ
と

を
自
覚
し
、
自
ら
国
と
国
民
を

守
る
こ
と
に
目
覚
め
た
国
家

に
し
て
い
き
た
い
と
強
く
思

い
ま
し
た
。 

(

文
責･

藤
波
礼
子)

 
 

  

大
切
な
参
議
院
選
挙
中
で

は
あ
っ
た
が
通
常
総
会
を
開

催
し
た
。
改
憲
に
向
け
た
こ
の

一
年
間
の
活
動
報
告
、
お
よ
び

正
念
場
を
迎
え
る
国
民
投
票

に
向
け
て
の
今
後
の
活
動
方

針
を
認
識
し
た
。 

第
二
部
で
は
、
「
カ
エ
ル
の

楽
園
と
日
本
会
議
」
と
題
し
、

日
本
会
議
兵
庫
事
務
局
次
長 

市
橋
宏
亮
氏
に
ご
講
演
い
た

だ
い
た
。
昨
今
の
中
国
海
洋
進

出
の
動
き
な
ど
、
百
田
尚
樹
氏

著
書
の
「
カ
エ
ル
の
楽
園
」
が

現
実
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
そ
し

て
日
本
会
議
叩
き
の
著
書
が

次
々
と
発
刊
さ
れ
る
状
況
下

の
中
で
、
さ
ら
な
る
今
後
の
役

割
な
ど
を
解
説
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
小
田
村
寅
二
郎
先
生
を

偲
び
、
日
本
学
生
協
会
及
び
精

神
科
学
研
究
所
の
諸
先
輩
方

の
ご
足
跡
や
、
弾
圧
さ
れ
る
な

か
訴
え
続
け
ら
れ
て
き
た
精

神
を
考
察
し
、
そ
し
て
先
生
の

ご
遺
文
を
拝
読
し
解
説
い
た

だ
い
た
。
結
び
に
は
、
今
後
の

憲
法
改
正
の
戦
い
に
備
え
、
持

ち
合
わ
す
べ
き
第
一
要
件
と

は
何
か
、
言
霊
の
大
切
さ
、
武

を
尊
ぶ
尚
武
の
精
神
な
ど
、
改

め
て
魂
を
注
入
し
て
い
た
だ

い
た
講
演
と
な
っ
た
。
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
で
用
意
さ
れ
た
素

晴
ら
し
い
内
容
の
資
料
で
、
他

支
部
で
も
聴
講
さ
れ
る
こ
と

を
お
勧
め
し
た
い
。 

（
文
責･

見
野
裕
重
） 

         

終
戦
七
一
年
目
を
迎
え
ま

す
。
兵
庫
の
二
つ
の
護
国
神
社

で
記
念
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

詳
細
は
下
記
を
ご
覧
下
さ
い
。 

  

                        

〈
摂
丹
支
部
〉
総
会
ご
報
告 

 

八
月
十
五
日
終
戦
記
念
日

神
戸
・
姫
路
護
国
神
社 

英
霊
顕
彰
の
ご
案
内 

オ

ス

ス

メ

の

一

冊 

七

月

以

降

の

日

本

会

議

関

係

行

事 


